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入館料　小・中学生300円/高校生以上500円
＊年間入館券もございます
　小・中学生500円/ 高校生以上1,000円

◆せんだい宇宙館　TEL：31-4477◆
開館時間/10：00～21：00　休館日/毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

金星が観察のチャンス！
　夕方、西の空にひときわ明るく輝く金星は「宵の明星」と呼

ばれます。3月上旬から4月中旬までは日没1時間後の高度が

30度を超え、肉眼でもとても明るく見えます。

　せんだい宇宙館では、4/1～4/30「金星観察月間」、4/3

～4「金星とすばるの大接近観察会」を、

期間中の天候良好の夜間に開催いたしま

す。特に4/3～4は、いくつもの星が青

白く輝くプレアデス星団（すばる）の中

に金星が入り、すばらしい星空となりま

す。季節の星空解説とともに大望遠鏡で観察してみませんか。



安達氏によるわらべ歌『ひとつひろった豆』の実演

川内まごころ文学館 トピック展示 日　時：1月15日（水）～1月26日（日）11日間

場　所：川内まごころ文学館 2階展示室内

観覧者数：130名

事業報告

大寒忌コーナー

「弴子年也　鼠一匹を描く」
里見弴画。年月日未詳。

　当館の顕彰者里見弴の命日1月21日は二十四節気のちょうど「大寒」にあたる

ことから「大寒忌」と呼ばれています。毎年当館では、命日の前後に「大寒忌

コーナー」を設置し、故人を偲ぶ展示を行っています。今年度は、今年の干支

にちなんで里見弴が三味線の皮に描いた「ねずみの絵」と、ちょうど100年前に

発表された小説「潮風」を紹介しました。

せんだい宇宙館 企画展 日　時：7月14日（木）～1月13日（月/祝）167日間

場　所：せんだい宇宙館 展示室

観覧者数：6,686名

事業報告
ソラのノリモノ展

川内中央図書館
日　時：2月8日（土）13：30～15：00

場　所：薩摩川内市立中央図書館　研修室

講　師：黒瀬圭子氏・安達紀子氏（かごしま文庫の会）

受講者数：28名

事業報告

第2回おはなし実践講座

　アポロ11号により初めて人類が月に降り立ってから50年。この節目の年

に、人々が空を目指して発明・発展させた乗り物を、パネルや模型で紹介し

ました。ライト兄弟による初の有人飛行機「ライトフライヤー号」を再現し

た手作りの縮小模型に驚かれたお客様もいらっしゃいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　ロケットやアポロ計画に関するコーナー

　　　　　　　　　　　　　　　では、パネルをご覧になりながら、現在、

　　　　　　　　　　　　　　　そして未来の宇宙開発について熱心に語ら

　　　　　　　　　　　　　　　れるお客様もおられました。この企画展を

　　　　　　　　　　　　　　　通して、これからの宇宙開発に興味を持っ

　　　　　　　　　　　　　　　ていただければ幸いです。

写真左：月に行くためのロケット「サターンⅤ（ファイブ）」の模型

　1985年に結成され、県内各地で「親子読書の会」などの活動をされている「かごしま文庫の会」より講師

を招き、読み聞かせ活動を支援する講座を開催しました。前半は、安達氏によるストーリーテリング（素話）

『ねずみのすもう』などを例に、間の取り方や終わりの台詞「どんど晴れ」など、聞き手を物語の世界に引

き込む方法を披露いただきました。後半は、黒瀬氏による講話でし

た。お話し会では「聞き手は物

語を聞いて想像による体験を重

ねることを念頭に置いて作品を

選ぶこと」「語り手に集中させ

るための席の配置」など、雰囲

気つくりまでを総括してプログ

ラムを組み立てる実践的な内容

をお話しいただきました。

すばなし

『女性活躍推進企業』として、表彰されました

　2月20日（木）川内文化ホールにて、「令和元

年度女性活躍推進企業表彰式」が執り行われ、

表彰状及び記念品が授与されました。続いて開

催された「薩摩川内市女性活躍推進協議会」で

は、受賞4社による取組の発表があり、理事長 

今吉美智子が登壇いたしました。　



入館料　（資料館）大人200円、小学生～高校生100円
　　　　（文学館）大人300円、小学生～高校生150円
　　　　＊土日祝日は小学生～高校生入館無料

■問合せ先　川内歴史資料館　TEL：20-2344
                 　　川内まごころ文学館　TEL：25-5580

開場は30分前です ＊定員：先着95名/車いすスペースあります/入場無料

場 所：川内まごころ文学館　多目的映像ホール

開館時間/9：00～17：00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）

川内まごころ文学館 まごころ文芸講座事業報告

「名作・名詩を歌う」公開講座

日 時：2月8日（土）14：00～15：30

場 所：川内まごころ文学館 企画展示室

講 師：齊藤玲子先生（声楽家）

伴 奏：髙城真理子先生、伊地知元子先生（作曲家）

出 演：まごころ文芸講座「名作・名詩を歌う」受講生

観覧者数：76名

　この講座は、オペラを身近に感じていただくため、平成30年度から2ヵ年

通年講座として開講し、薩摩川内市に伝わる「袈裟姫伝説」をもとに、当

館が創作したオペラを練習してきました。来場者アンケートには、「とて

も素晴らしく、涙が出ました」「再演して欲しいです」「民話について学

ぶことが出来て勉強になりました」と好評の声をたくさんいただきました。

　また、会場の外では歴史資料館との連携事業として「川内の伝説 袈裟

姫と長崎堤防」の特別展示コーナーを設け、オペラや川内の民話に親しん

でもらう良い機会となりました。

奥薗晶（有村架純）は夫を突然亡くし、夫の連れ子駿也と夫の故
郷 鹿児島へ向かい、義父の節夫（國村隼）を訪ねる。そのまま3人
で暮らすことになり、晶は鉄道好きの駿也のため鉄道運転士を
志すことを決意する。肥薩おれんじ鉄道を舞台に、家族の再出発
を描く愛と希望の感動作。

3/17（火）～5/17（日）

場 所：川内まごころ文学館　企画展示室

THE KAIZO 100th～改造社と作家たち～

川内まごころ文学館 特別企画展

山本實彦をはじめ、島崎藤村、有島武郎、広津和郎、横溝正史らの
新収蔵資料も展示します

12/3日（火）～3/29（日）

＊無料でご覧いただけます

江戸から明治になり、どのように移り変
わってきたのかをパネルで紹介します。

場 所：川内歴史資料館　1階ロビー

明治時代の薩摩川内
川内歴史資料館 トピック展示＊入館料が必要です

改造社宛書簡　島崎藤村ほか

3/14（土）
10：00～11：59

3/15（日）
10:00～11：59かぞくいろ -RAILWAYSわたしたちの出発-

平成30年（2018）

【監督・脚本】 吉田康弘
【出演】有村架純　國村隼　桜庭ななみ
　　　歸山竜成　木下ほうか　筒井真理子
　　　板尾創路　 青木崇高

2回上映

写真説明：「太平橋架橋碑」
太平橋は明治8年、川内川で初めての架橋。これにより
歩いて川内川を渡ることが可能となりました。

特別展示コーナー



　新型コロナウイルスに関する新情報が一日に何度

もメディアで発信されています。九州では、福岡、熊本

での感染者が発生しましたが、ここにきて感染経路が

はっきりしない市中感染へと変化し、どこで罹患して

もおかしくない状況となりました。マラソンなど次々

と行事が中止されています。

　高齢者など体力の低下している人や持病があると

重篤化するとあって、不安は尽きません。ワクチンの

完成も待たれるところですが、ウイルスはうがいや手

洗いで取り除くことができるそうです。しっかり予防し

て、この時期を乗り切りましょう。（永田）

編集後記

季節のお菓子作り
いきいき生涯学習事業

日　時：2月6日（木）1回目10：00～12：00

　　　　　　　　　　2回目13：30～15：30

場　所：国際交流センター・調理室

参加者数：1回目14名・2回目14名　合計28名

事業報告

　1回目はフランスの伝統菓子「ウィークエンドシトロン」と「塩キャ

ラメル」、2回目は中国風蒸し菓子「マーラーカオ」と台湾土産の定番

「パイナップルケーキ」と、2種類の菓子を作りました。アンケートに

は、「キャラメルを作ったのは初めて、作り方が勉強できてよかった」

（シトロンの）アイシングの要領が勉強になった」「簡単に美味しく

できました」「楽しかった」とあり、グループで楽く作業しながらお

菓子作りのコツを習得されたようでした。　

語学を学ぶ、異文化を知る、体験する、
国際交流には様々な出会いが詰まっています。

★会員募集★受講者＆参加者募集中！

開催日：令和２年３月１４日（土）10：00～12：00
場　所：薩摩川内市国際交流センター
講　師：趙　静（ちょう　せい）氏（本市国際交流員）　
内　容：「日常生活でのカルチャーショックが、楽しみ
　　　　　に変わるまでの一年」について講演します。　
　　　　　◎国際理解講座のみの参加は無料

　　　　★送別茶話会は１１時～
　　　　　参加料：５００円（申込が必要）

定　員：２５名（先着申込順）

　国際交流協会では、年間を通して様々な事業を実施
しています。「 外国の文化に触れたい、語学を学びたい、
外国の料理を作ってみたい」など、それぞれに目的や
興味は違っても皆が集まれば、楽しい会話が始まります。
国際交流でアメニティ溢れるまちづくりをしましょう！

  令和２年度の入会受付は４月１日からになります。
充実した活動を実施するために、より多くの皆様のご理解
とご協力をお願い申し上げます。（＊詳細は当協会まで）

国際交流協会　会員募集のお知らせ

年度会費　法人・団体　５，０００円
　　　　　個人　 　   ２，０００円

国際理解講座＆送別茶話会　開催！

演題：「異文化の美点と美を楽しもう」

薩摩川内市国際交流協会　（薩摩川内市国際交流センター内）
　〒895-0011　薩摩川内市天辰町2211番地１
　TEL：0996-22-7740　FAX：0996-22-7730
E-mail:kssb@ninus.ocn.ne.jp  URL： http：//www.kssb-satsumasendai.com

◆申込・お問合せ先◆

パイナップルケーキウィークエンドシトロン


